
「世田谷区医師会初期救急診療所」は、世田谷区立保健医療福祉総合プラザ1階、駐車場への道
路に沿って入口があります。平日の夜間は小児科、土曜・日曜・祝日は小児科と内科を受診でき
ます。設立の経緯や利用する際の注意点などを聞きました。

１・２面 世田谷区医師会初期救急診療所
 世田谷区休日夜間薬局
　インタビュー 世田谷区医師会理事
　香取　勧先生・岩澤　晶子先生
3面 うめとぴあトピックス
　■生活習慣病重症化予防のための動画配信中
　■RUN伴＋せたがや10月1日に無事開催！
　■書展「金澤翔子の世界」開催
　■東リハ喫茶コーナー準備中
　■カフェイベント紹介
     第42回区民ふれあいフェスタ  障害者週間記念作品展
4面　
　■世田谷区医師会初期救急診療所
　■世田谷区休日夜間薬局
　令和5年1月～3月のイベントカレンダー
　ふれあいカフェ うめとぴあの季節限定メニュー
　総合プラザ2022年度グッドデザイン賞を受賞
　総合プラザの年末年始利用について

うめとぴあ通信6号INDEX急な症状、発熱等、困ったときに
世田谷区医師会初期救急診療所

初期救急診療所の設立の経緯と
コロナ禍での診療体制について

　令和2年4月、世田谷区医師会館の総合プラ
ザ移転に伴い、これまで別々の場所にあった付
属診療所と子ども初期救急診療所を１つにして
「世田谷区医師会初期救急診療所」として1階
に開所しました。小児科は365日。土曜、日曜、
祝日と年末年始は、内科も初期救急診療を行っ

初期救急診療所の入口は、駐車場側にあります

ています（開所時間詳細は4ページ）。コロナ禍
の第6波、7波時には各科増員体制で1日約
200人を受け入れる日もありました。

受診前に電話で確認を。持参するものは
健康保険証、医療証、お薬手帳、現金、
乳幼児は母子手帳も

　初期救急診療所は、あくまでも応急的な対応
しかできません。使える薬やできる処置が限られ
ています。急激な頭痛や胸痛、激しい腹痛、意
識障害、呼吸困難など、一刻も早く大きな病院
での処置が必要な場合もありますので、診療所
に来る前に電話で症状を知らせてください。すぐ
に救急車を呼ぶべきか、大きな病院を受診する
べきか等、判断いたします。
　受診時には、健康保険証、医療証、お薬手帳、
乳幼児の場合は母子手帳も持参してください。
特にお薬手帳は、初対面の患者さんの体質を
知るために大切な情報源となるので忘れずに持
参を。支払いは、現金のみとなります。

大人も子どもも、
かかりつけ医を持ちましょう

　最初の一般的な治療に対する経過を見て、
正しい診断と治療にたどり着く病気もあります。

初めましての患者さんを初めましての医師が診
察する初期救急では、第一段階の一般的な治
療だけで途切れてしまいます。正確な診断と患
者さんの体質に適した治療のためには、日ごろか
ら地域や勤務先の近くでかかりつけ医を持ち、経
過も含めて受診することが大切です。何科へ行
くか迷う場合も、かかりつけ医に相談すれば受診
すべき科を紹介することができます。

世田谷区医師会理事
医師 香取　勧先生

世田谷区医師会理事
医師 岩澤晶子先生

区内の救急医療体制について 医療機関が休診する時間帯に急病に対応する救急医療事業を実施しています。

休日医療相談
（日曜・祝日、年末年始の午前9時～午後5時）

休日診療医療機関の紹介など

03-6701-7799
発熱相談センター
●世田谷区

03-5432-2910
（祝日を含む月曜～金曜
午前8時30分～午後5時15分）
12/29・30、1/2・3開設

●東京都

03-5320-4592
FAX 03-5388-1396

かかりつけ医

発熱等の症状が生じた場合

世田谷区医師会付属烏山診療所
（南烏山６-22-14、烏山総合支所内）

内科・小児科（土曜・日曜・祝日の午後5時～午後10時）
※令和5年3月26日まで日曜日は午後4時30分から

03-3308-8229
玉川医師会診療所（中町2-25-17）
小児科（平日午後7時30分～午後10時30分）
内科・小児科（土曜は午後5時～午後10時、
日曜・祝日は午前9時～午後10時）

03-5707-6811

世田谷区新型コロナウイルス
相談窓口

03-5432-2111
FAX 03-5432-3022
（平日午前8時30分～午後5時15分）
12/29・30、1/3開設

東京都新型コロナ・オミクロン株
コールセンター

0570-550-571
FAX 03-5388-1396
（毎日午前9時～午後10時）

２面に続く→

世田谷区医師会初期救急診療所（詳細は４ページ）

※各診療所の受付は診療終了時間の30分前まで。12/29～1/4は祝日と同様の診療体制

電話相談 電話相談 電話相談

不安に思う場合新型コロナウイルス
に関して 

（電話・FAXともに24時間対応）

※FAXは電話での相談が難しい方

かかりつけ医が
発熱外来を
やっているか
事前に確認を
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世田谷区医師会
初期救急診療所

入口

世田谷区
休日夜間薬局
入口



香取先生 大学病院などの基幹医療機関が少
ない世田谷区医師会管内※は、救急医療体制
が十分とは言えません。そのため地域のクリニッ
クがその役割を担う部分が大きく、世田谷区医
師会では、区から委託を受けてここ総合プラザ
と烏山の2カ所で休日夜間の付属診療所を運
営しています。また、休日の午前9時～午後5時
は、5～8軒の会員医療機関が輪番で地域の
救急医療体制を支えています。設備環境面等
で輪番に参加できない医師は、付属診療所
等で診察することで地域に貢献しています。現
在、会員数は801人（令和4年10月31日現在）

　令和2年4月の世田谷区医師会付属の初期
救急診療所開設に伴い、世田谷区休日夜間薬
局を開局。入口は、総合プラザ1階エントランス
の左にあります。前身の世田谷区子ども休日夜
間薬局から、子どもだけではなく成人にも対応し
た調剤業務になりました。とはいえ、2万種類以
上ある薬剤の中で、休日夜間薬局で用意がある
のは200種類ほどです。一般の薬局と思って、
処方箋を持参する方がいますが、残念ながら慢
性疾患等の薬は常備していません。取り寄せる
場合も日数がかかってしまいます。また、休日夜
間の加算がつくため、通常よりも金額が高くなり
ます。

うめとぴあ
インタビュー

地域の救急医療体制を
支えるネットワーク
世田谷区医師会の取組み

と全国的に見ても大変大きな医師会です。世
田谷区内外の連携病院からの協力も得て、
365日対応できる体制を取っています。
※玉川地域を除く、世田谷、北沢、砧、烏山の4地域

岩澤先生 世田谷区医師会では、コロナ第1波
の令和2年5月から世田谷区医師会PCR検査
センターを立ち上げ、以来365日体制で1日も休
まず運営しています。初期救急診療所では通常
の救急診療とは別に、コロナ疑い患者さんの動
線を作り、感染拡大時は増員体制で地域の発
熱外来からあふれた患者さんに対応してきました。
香取先生 コロナワクチン接種が始まった時には、
会員向けに筋肉注射やワクチンの取り扱い方
法の勉強会や動画作成を行いました。住民接種
会場で診察を行う医師も会員が協力しています。
また医師会館では、防護服やマスク、手袋、ア
ルコールなどの感染防御対策資材を調達し、不

足している医療機関に分配するなどの支援を
行っています。

岩澤先生 コロナ対策はそのままインフルエンザ
対策にもなります。まずはワクチンを接種してくだ
さい。飛沫感染対策が重要ですので、飲食の場
に気をつけ、しっかりマスクを着用し、十分に換
気を行いましょう。抗インフルエンザ薬は正しく使
う必要があります。きちんと医療機関でインフル
エンザ検査をしてから適切な治療を受けてくださ
い。インフルエンザやコロナの検査など行ってい
る医療機関情報は医師会のホームページをご
覧ください。

救急災害医療部担当
香取　勧先生（整形外科医）
「健診控えが増えています。病気
はコロナだけではありません。区内
の医療機関で受け付けています
ので、早めに健診を受けましょう」

かかりつけ薬局とここが違う
世田谷区休日夜間薬局

世田谷区休日夜間薬局は、世田谷薬剤師会が運営しています。現在30人近くの薬剤師が登録
し、平常時は2人体制で運営しています。薬剤師の佐々木郁代さんにお話を聞きました。

医師会は、地域の医療機関の医師が会員となって地域貢献を行う民間団体です。
世田谷区には、世田谷区医師会と玉川医師会があり、各管内での救急医療体制を
支えています。コロナ禍における医師会の取組みや在宅当番医など、世田谷区
医師会理事の香取勧先生、岩澤晶子先生にお話を聞きました。

薬局入口は、赤堤通りに面しています

こちらが
受付です

世田谷区
休日夜間薬局
開局時間詳細に
ついては
４ページを
ご覧ください

医療安全対策部兼厚生部担当
岩澤晶子先生（小児科医）
「小さなお子さんへの坐薬の入れ
方や薬の飲ませ方を、いざという
時のためにマスターしておいてく
ださい」

　休日夜間薬局では、取り扱っている薬剤の種
類も少ないため、かかりつけの薬局をもつことを
おすすめしています。緊急の場合は致し方なしと
しても、患者さんによっては、持病の薬との飲み
合わせなどを考慮する必要があります。また、介
護をしている人、されている人にとっては、複数の
薬剤を管理、服用することが難しいことがありま
す。飲みにくい薬を口の中で溶けやすい薬やシ
ロップにかえることも相談できるのがかかりつけ

　総合プラザは4階に世田谷区医師会もあり、緊急
時には、医療の拠点となる場所です。今後の団体の抱
負として、世田谷薬剤師会の薬剤師会管理センターを
設け、災害時の備蓄センターとして運営することや、約
3000品目の薬剤をランニングストックし、調剤に割り
当てるなど具体的な整備を目指しています。災害時、
区内の避難所・救護所への医薬品の流通を担う薬剤
師会の役割は大きいと考えています。

　コロナ禍で大きな波が来た際には、解熱
鎮痛剤を調達するのに奔走しました。休日夜
間薬局は、出入口が１つしかないので、発熱
者とその他の症状の人との動線を分けるこ
とが難しい状況です。いざというときにあわて
ないためにも、成人の場合は、解熱、鎮痛、
咳止めなどの市販薬を常備しておくことをお
すすめします。

薬局をもつメリットです。たまに、受診している医
療機関ごとに複数のお薬手帳を持っている患
者さんを見かけますが、薬局では、時系列で調剤
の流れを見るので1冊にまとめることが大切です。
休日夜間薬局を利用する際にも、お薬手帳を持
参してください。

市販薬で
解熱鎮痛剤などの
備えを

将来的には災害時の
薬剤の備蓄センターを
目指す
世田谷薬剤師会 
会長 富田勝司さん

世田谷区休日夜間薬局
薬剤師 佐々木郁代さん

世田谷薬剤師会
副会長 上野陽史さん

世田谷区医師会と地域の
救急医療について教えてください。

総合プラザ1階エントランス横に入口
子どもだけでなく成人にも対応

地域にかかりつけ薬局をもち、
お薬手帳は１冊にまとめましょう

コロナ禍においては、どのような執務を
されていたのでしょうか？

インフルエンザの流行が予測されて
いますが、感染症予防のための対策は？
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